
 

 

試験開始の合図があるまで、問題冊子
さっし

を開かないでください。 

令和元年度 第４回しらかわ検定
けんてい

  

１級 問題冊子 
（問題数５０問 試験時間５０分） 

注意事項
じこう

 

１ 試験中は受験票、筆記用具、時計（通信機能
きのう

のないもの）以外は全てかばん

等にしまってください。 

２ 携 帯
けいたい

電話はマナーモードにするか、電 源
でんげん

をお切りください。 

３ 問題冊子は、２７ページあります。印刷が不鮮明
ふせんめい

であったり、ページが不

足していたりする場合や、解 答
かいとう

用紙の汚れ等に気づいた場合は、手を挙げ

て係員にお知らせください。ただし、問題に関する質 問
しつもん

にはお答えできま

せん。 

４ 問題は択 一
たくいつ

問題と記 述 式
きじゅつしき

問題です。 

（１）択一問題の解答は、解答用紙の１から４の数字のうち、正答と思われる番

号一つに丸を付けてください。例えば【第１問】に対して「１」と解答する

場合は、次の（例）のように解答用紙に丸を付けてください。 

（例） 

 

択一問題の解答で解答用紙に正しく丸が付けられていない場合や二つ以上

に丸が付いている場合は、不正解とします。 

（２）記述式問題の解答は、楷 書
かいしょ

で書いてください。漢字・ひらがな・カタカ

ナのいずれで解答してもかまいません。ただし、漢字の誤記は不正解としま

す。 

５ 不正行為
こうい

を行った場合は、その時点で受験を取りやめ退 室
たいしつ

していただきま

す。 

６ 不明な点がある場合や、体調不良やトイレでやむを得ず席を立つ場合は、手

を挙げて係員にお知らせください。 

第 1問 1 2 3 4 



 

 

 



 

1 

【第１問】 

白河市内の遺跡
いせき

について、正しいものはどれですか。 

①滝ノ森
たきのもり

Ｂ遺跡
いせき

は、現在、白河において確 認
かくにん

できる最も古い人類の

痕 跡
こんせき

である 

② 南 堀 切
みなみほりきり

遺跡
いせき

の発 掘
はっくつ

調査により出 土
しゅつど

した土器
ど き

は、東 北
とうほく

地方と

関 東
かんとう

地方の 特 徴
とくちょう

を持つものが見られる 

③ 舟田
ふなだ

中 道
なかみち

遺跡
いせき

と 下 総
しもうさ

塚
づか

古墳
こふん

は 大和
やまと

朝 廷
ちょうてい

か ら 任 命
にんめい

さ れ た

白 河
しらかわの

国 造
くにのみやつこ

の墓
はか

で、舟田
ふなだ

中 道
なかみち

遺跡
いせき

の方が早い時期につくられ

たと考えられている 

④借
かり

宿
やど

廃寺
はいじ

跡
あと

から出土した複
ふく

弁
べん

六 葉
ろくよう

軒
のき

丸 瓦
まるがわら

は 白 河 関
しらかわのせき

跡
あと

か

ら出土した瓦と同じもので、遺跡の年代を特定するのに役立った 

 

 

【第２問】 

白河市内の遺跡
いせき

と出 土 品
しゅつどひん

の組み合わせとして、正しいものはどれですか。 

①一里段
いちりだん

Ａ遺跡
いせき

 － 人 面
じんめん

付
つき

弥生
やよい

土器
ど き

 

②下 黒 川
しもくろかわ

遺跡
いせき

 － 琥珀
こはく

製
せい

大 珠
たいしゅ

 

③滝ノ森
たきのもり

Ｂ遺跡
いせき

 － 金
こん

銅 製
どうせい

馬具
ば ぐ

 

④町屋
まちや

遺跡
いせき

 － 硬
こう

玉
ぎょく

製
せい

大 珠
たいしゅ
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【第３問】（記述式） 

次の文章の（   ）内に当てはまる同じ語句
ご く

は何ですか。 

久田
く た

野
の

地区の 丘 陵
きゅうりょう

頂上部に位置する（   ）遺跡
いせき

から出土した弥生
やよい

土器
ど き

は、（   ）式土器と命名され、東 北
とうほく

地方
ちほう

南部における弥生
やよい

時代後期

の土器編 年
へんねん

の基礎資料となっている。 

 

 

【第４問】 

白河市内の古墳
こふん

時代の遺跡
いせき

について、間違
まちが

っているものはどれですか。 

①下 総
しもうさ

塚
づか

古墳
こふん

は、古墳
こふん

時代後期の前 方 後 円 墳
ぜんぽうこうえんふん

では東 北
とうほく

地方最大と

される 

②大 塚
おおつか

遺跡
いせき

の埴輪
はにわ

棺
かん

墓
ぼ

は、県内では２例目の発見となる珍しい埋 葬
まいそう

方法である 

③ 丘 陵
きゅうりょう

の斜 面
しゃめん

に築かれた横 穴
よこあな

墓
ぼ

は白河市内では珍しく、観 音 山
かんのんやま

横穴墓群
ぐん

でわずかに確認できる 

④建
たて

鉾 山
ほこやま

祭祀
さいし

遺跡
いせき

は、古墳
こふん

時代中期の祭祀
さいし

遺跡では東日本最大とされ

る 
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【第５問】 

次の文章にあてはまる遺跡
いせき

の 名 称
めいしょう

は何ですか。 

横
よこ

口 式
ぐちしき

石 槨
せっかく

を埋 葬
まいそう

施設
しせつ

とする 上 円
じょうえん

下
か

方 墳
ほうふん

で、全国でも５例しか

調 査
ちょうさ

事例
じれい

がなく、東 北
とうほく

地方では白河にのみ存在するものである。古代
こだい

白 河 郡
しらかわぐん

における盟 主
めいしゅ

的な人物の墓
はか

と考えられている。 

①大 塚
おおつか

遺跡
いせき

 ②笊 内
ざるうち

古墳
こふん

群
ぐん

 

③谷地
や ち

久保
く ぼ

古墳
こふん

 ④野地
の じ

久保
く ぼ

古墳
こふん

 

 

 

【第６問】（記述式） 

次の写真は古代白河の遺跡
いせき

群
ぐん

を上空から撮 影
さつえい

したものです。（ Ａ ）

に当てはまる遺跡は何ですか。 

 

 

  

（ Ａ ） 

東 

西 

北 南 
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【第７問】（記述式） 

白 河
しらかわ

結城
ゆうき

家
け

の氏 神
うじがみ

として重視された鹿嶋宮
かしまぐう

（現・鹿嶋
かしま

神 社
じんじゃ

）の別
べっ

当
とう

寺
じ

の 名 称
めいしょう

は何ですか。 

 

 

【第８問】 

次の文章の（ Ａ ）と（ Ｂ ）に当てはまるものの組み合わせとして、

正しいものはどれですか。 

（ Ａ ）は、（ Ｂ ）に築かれた 中 世
ちゅうせい

白河の 城 館
じょうかん

で、戦 国
せんごく

時代

には常陸
ひたち

の佐竹
さたけ

氏
し

に備え、白河 本 城
ほんじょう

防備
ぼうび

の拠点として整備されたと考え

られている。 

①Ａ：富 沢 館
とみざわたて

跡
あと

 Ｂ： 社
やしろ

川
がわ

左岸
さがん

の独 立
どくりつ

丘 陵
きゅうりょう

 

②Ａ：天 王
てんのう

館
たて

跡
あと

 Ｂ：阿武
あ ぶ

隈 川
くまがわ

右岸
うがん

の独立丘陵 

③Ａ：高野
こうや

館
たて

跡
あと

 Ｂ：矢
や

武
ぶ

川
がわ

左岸の丘陵 

④Ａ：新地山
しんちやま

館
たて

跡
あと

 Ｂ：隈
くま

戸
ど

川
がわ

左岸の丘陵 

 

 

  



 

5 

【第９問】 

白河市内の寺院とその所 蔵
しょぞう

する市指定重要文化
ぶんか

財
ざい

の組み合わせとして、

正しいものはどれですか。 

① 小 峰
しょうほう

寺
じ

 －  木 造
もくぞう

阿弥陀
あ み だ

如 来
にょらい

立 像
りゅうぞう

 

②清 光
せいこう

寺
じ

 －  結城
ゆうき

宗 広
むねひろ

像
ぞう

 

③ 松 林
しょうりん

寺
じ

 －  木 造
もくぞう

源
げん

翁
のう

和 尚
おしょう

坐像
ざぞう

 

④常 在 院
じょうざいいん

 －  木 造
もくぞう

釈迦
しゃか

如 来
にょらい

坐像
ざぞう

 

 

 

【第１０問】 

白 河
しらかわ

結城
ゆうき

家
け

の領 地
りょうち

や 役 職
やくしょく

について、正しいものはどれですか。 

①結城
ゆうき

宗
むね

広
ひろ

が鎌 倉
かまくら

倒 幕
とうばく

の後に所領を書き上げ、後
ご

醍醐天皇
だいごてんのう

に提出

した文書の案 文
あんもん

が残されている 

②結城
ゆうき

氏
うじ

朝
とも

は、室 町
むろまち

幕府
ばくふ

から建武
けんむ

２年（１３３５）以前の所領をすべ

て保証された 

③結城
ゆうき

顕 頼
あきより

は、後
ご

土御門
つちみかど

天 皇
てんのう

の勅 旨
ちょくし

により検 断
けんだん

職
しき

に任命された 

④結城
ゆうき

義
よし

親
ちか

は小田原
おだわら

攻
ぜ

めへ参 軍
さんぐん

したことを賞され、領地をすべて保証

された 
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【第１１問】 

白河市内に残る 源
みなもとの

義 家
よしいえ

（八 幡
はちまん

太郎
たろう

義 家
よしいえ

）の伝 説
でんせつ

と関 係
かんけい

してい

ないものはどれですか。 

①うたたねの森（白河大
だい

） ②勝 善 神 社
しょうぜんじんじゃ

（表郷社 田
やしろだ

） 

③権田倉山
ごんたくらやま

（大信隈戸
くまど

） ④小滝
おたき

の清水
しみず

（東深仁井田
ふかにいだ

） 

 

 

【第１２問】 

白 河
しらかわ

結城
ゆうき

家
け

に関連する文化事業について、間違
まちが

っているものはどれです

か。 

①白 河
しらかわ

古事
こ じ

考
こう

は、白 河
しらかわ

結城
ゆうき

家
け

関連の記録が全体の半分以上を占
し

める

歴史書である 

②白 河
しらかわ

証 古 文 書
しょうこもんじょ

は、本田
ほんだ

東 陵
とうりょう

が白 河
しらかわ

結城
ゆうき

家
け

に関する各地の古文

書を複 写
ふくしゃ

して編
へん

さんし、松 平 定 信
まつだいらさだのぶ

に献上した 

③鹿嶋
かしま

神 社
じんじゃ

境 内
けいだい

の西側にある浮
ふ

屠碑
とのひ

は、鹿嶋
かしま

神 社
じんじゃ

に立っていた

三 重 塔
さんじゅうのとう

の由来について記したものである 

④白 川
しらかわ

城 跡
じょうあと

に建てられた 忠 烈
ちゅうれつ

碑
ひ

は、徳 富
とくとみ

蘇峰
そほう

が撰 文
せんぶん

し、京 都
きょうと

帝 国
ていこく

大 学
だいがく

元
もと

総 長
そうちょう

の小西
こにし

重 直
しげなお

が書した 
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【第１３問】 

白 河
しらかわ

結城
ゆうき

家
け

と分家
ぶんけ

の小
こ

峰
みね

家
け

について、正しいものはどれですか。 

①結城
ゆうき

宗
むね

広
ひろ

は伊勢
い せ

国
のくに

で病死したが、その墓は白河市の関川寺
かんせんじ

のほか

に伊勢市の光 明 寺
こうみょうじ

と津
つ

市の結城神 社
じんじゃ

の３か所に存在している 

②結城
ゆうき

親 朝
ちかとも

は、室 町
むろまち

幕府
ばくふ

に従い検 断
けんだん

職
しき

に任じられ、白 河
しらかわ

結城
ゆうき

家
け

の

最盛期
さいせいき

を迎
むか

えた 

③応 永
おうえい

９年（１４０２）ころ、結城
ゆうき

三河
みかわ

七 郎
しちろう

（小峰
こみね

満 政
みつまさ

）は小
こ

峰
みね

家
け

を創設し、片
かた

見
み

郷
ごう

（現・東形見
かたみ

）を領 地
りょうち

とした 

④永
えい

正
しょう

７年（１５１０）の永正の変
へん

以降、白 河
しらかわ

結城
ゆうき

家
け

は本 拠
ほんきょ

を小峰
こみね

城
じょう

から 白 川 城
しらかわじょう

へ移した 

 

 

【第１４問】 

次の文章にあてはまる人物は誰ですか。 

・徳 川
とくがわ

家 康
いえやす

の次男で下 総
しもうさ

結城家
ゆうきけ

の養子
ようし

となった秀 康
ひでやす

の子孫
しそん

 

・元 禄
げんろく

期の白 河
しらかわ

藩 主
はんしゅ

で、 小
しょう

南湖
なんこ

に墓がある 

・白河 在 城
ざいじょう

時に結城家
ゆうきけ

関係の古文書
こもんじょ

を 採 集
さいしゅう

、筆 写
ひっしゃ

するなど、結城家
ゆうきけ

に関心を寄せていた 

① 松 平
まつだいら

忠 弘
ただひろ

 ② 松 平
まつだいら

直 矩
なおのり

 

③ 松 平
まつだいら

忠 次
ただつぐ

 ④ 松 平
まつだいら

定 邦
さだくに
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【第１５問】 

室 町
むろまち

時代を代表する連歌師
れんがし

・飯尾宗祗
いいおそうぎ

が詠
よ

んだ歌はどれですか。 

①やま水の 高きひききも 隔
へだて

なく 共にたのしき 円ゐすらしも 

②阿武
あ ぶ

隈
くま

の 川瀬
かわせ

にすめる 鮎
あゆ

にこそ うるかといへる わたはあり

けれ 

③ 都
みやこ

をば 霞
かすみ

とともに 立ちしかど 秋風ぞ吹く 白河の関 

④都出し 霞も風も けふみれば 跡
あと

なき空の 夢に時雨
しぐれ

れて 

 

 

【第１６問】 

次の文章の（ Ａ ）、（ Ｂ ）、（ Ｃ ）に当てはまるものの組み合わ

せとして、正しいものはどれですか。 

源 平
げんぺい

合 戦
かっせん

や 奥 州
おうしゅう

合戦で手柄
てがら

を立てた（ Ａ ）は（ Ｂ ）として

白 河
しらかわの

荘
しょう

を支配し、その孫の（ Ｃ ）が白河荘に移住し白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

の

初 代
しょだい

となった。 

①Ａ：結城
ゆうき

宗
むね

広
ひろ

 Ｂ：検 断
けんだん

職
しき

 Ｃ：親
ちか

朝
とも

 

②Ａ：結城
ゆうき

宗
むね

広
ひろ

 Ｂ：修 理
しゅりの

大夫
だいぶ

 Ｃ：親
ちか

朝
とも

 

③Ａ：結城
ゆうき

朝 光
ともみつ

 Ｂ：地頭
じとう

職
しき

 Ｃ：祐
すけ

広
ひろ

 

④Ａ：結城
ゆうき

朝 光
ともみつ

 Ｂ：左
さ

兵 衛
ひょうえ

佐
のすけ

 Ｃ：祐
すけ

広
ひろ
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【第１７問】 

白 河
しらかわ

藩 主
はんしゅ

を最も長く務めた大 名 家
だいみょうけ

はどれですか。 

①本
ほん

多家
だ け

 ② 松 平
まつだいら

（ 奥 平
おくだいら

）家
け

 

③ 松 平
まつだいら

（久 松
ひさまつ

）家
け

 ④阿部家
あ べ け

 

 

 

【第１８問】 

白 河 藩
しらかわはん

が関係した三 方
さんぽう

領 地
りょうち

替
がえ

について、間違
まちが

っているものはどれで

すか。 

① 松 平
まつだいら

（結城
ゆうき

）家は、白河に 入 封
にゅうほう

する時と白河から移封
いほう

する時の両

方とも三方領地替だった 

②寛 保
かんぽう

元年（１７４１）に行われた三方領地替の際、白河周辺の

白 河 藩
しらかわはん

領でなくなった場所は、越後
えちご

高田藩
たかだはん

に入封した榊 原 家
さかきばらけ

に与

えられた 

③白 河 藩
しらかわはん

が関係した三方領地替は３回行われたが、そのうち２回、

白 河
しらかわ

藩 主
はんしゅ

だった大名の移封先は姫路藩
ひめじはん

であった 

④文 政
ぶんせい

６年（１８２３）に行われた三方領地替の当事者
とうじしゃ

となった大名

家は皆、白 河
しらかわ

藩 主
はんしゅ

となったことがある 
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【第１９問】 

小峰
こみね

城
じょう

について、間違
まちが

っているものはどれですか。 

①興 国
こうこく

・正 平 年 間
しょうへいねんかん

（１３４０～６９）ころに、結城
ゆうき

親 朝
ちかとも

がはじめ

てこの地に築
きず

いた 

②会 津 領
あいづりょう

時代、蒲生家
がもうけ

の 城 代
じょうだい

である町野
まちの

家により 改 修
かいしゅう

が行われ

た 

③松
まつ

平
だいら

定 信
さだのぶ

は白 河
しらかわ

藩 主
はんしゅ

であった寛 政
かんせい

６年（１７９４）ころ、

三之丸
さんのまる

に浴
よく

恩
おん

園
えん

の造 営
ぞうえい

を開始した 

④慶 応
けいおう

３年（１８６７）に阿部
あ べ

正
まさ

静  
きよ（しず）

が棚 倉
たなぐら

に移封
いほう

となり、空
あ

き

城
じろ

となった小
こ

峰
みね

城
じょう

は二本松藩
にほんまつはん

の管理下
かんりか

に置かれた 

 

 

【第２０問】（記述式） 

次の文章の（   ）内に当てはまる語句
ご く

は何ですか。 

福島県指定重要文化
ぶんか

財
ざい

「（   城   ）絵図
え ず

」は、松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

の時

代に当時の城を実 測
じっそく

してつくられた白 河 藩
しらかわはん

の公 的
こうてき

な記録
きろく

で、平 成
へいせい

に復

元された 三 重
さんじゅう

櫓
やぐら

や前御門
まえごもん

の基礎資料となった。 

 

 

  



 

11 

【第２１問】 

江戸
え ど

時代から現代に受け継
つ

がれた小峰
こみね

城
じょう

下町
かまち

について、正しいものはど

れですか。 

① 旧 脇
きゅうわき

本 陣
ほんじん

柳 屋
やなぎや

旅 館
りょかん

建 造 物 群
けんぞうぶつぐん

が現在も残る中 町
なかまち

は、江戸
え ど

時代

には宿 場 町
しゅくばまち

として栄えた 

②江戸
え ど

時代には戦時の際に兵 隊
へいたい

が 駐 屯
ちゅうとん

する寺院
じいん

がそれぞれの町に

配置
はいち

され、現在も多くが残っている 

③小
こ

峰
みね

城
じょう

の北面・西面を囲
かこ

うように 奥 州
おうしゅう

街 道
かいどう

を挟
はさ

んだ両側に

町屋
まちや

が配置されていた 

④天 神
てんじん

町
まち

と愛宕
あたご

町
まち

の 境
さかい

にある大カギ型は「十 軒 店
じっけんだな

」と呼ばれてい

る 
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【第２２問】 

小峰
こみね

城
じょう

の石垣の積み方で、「打
うち

込
こみ

ハギ布
ぬの

積
づ

み」はどれですか。 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

 

 

【第２３問】（記述式） 

次の文章にあてはまる町はどこですか。 

・会津
あいづ

、仙 台
せんだい

方面からの城下町への入り口の町 

・ 奥 州
おうしゅう

街 道
かいどう

沿
ぞ

いの「通
とお

り五 町
ごちょう

」の一つ 

・町の中央付近には小峰
こみね

城
じょう

内に入る門があった 
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【第２４問】 

江戸
え ど

時代の街 道
かいどう

とその周辺地域
ちいき

に現在も残る樹木の組み合わせとして、

間違
まちが

っているものはどれですか。 

① 奥 州
おうしゅう

街 道
かいどう

 －  満徳寺
まんとくじ

のしだれ桜 

②会津
あいづ

街 道
かいどう

 －  天 神 乳
てんじんちち

銀 杏
いちょう

・天神モミ 

③棚 倉
たなぐら

街 道
かいどう

 －  槻
つき

（月夜見
つきよみ

の桜） 

④石 川
いしかわ

街 道
かいどう

 －  たらようの木 

 

 

【第２５問】（記述式） 

次の文章の（   ）内に当てはまる同じ語句
ご く

は何ですか。 

（   ）陣屋
じんや

は、越後
えちご

高田藩
たかだはん

の 飛 領
とびりょう

を支配するため置かれたもので、

文化
ぶんか

６年（１８０９）に浅 川
あさかわ

から（   ）に移された。 
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【第２６問】 

松
まつ

平
だいら

定 信
さだのぶ

が設立した教育施設
しせつ

について、正しいものはどれですか。 

①藩 校
はんこう

「 立 教 館
りっきょうかん

」を設立し、広瀬
ひろせ

蒙
もう

斎
さい

（典
てん

）を初代教授とした 

②文化
ぶんか

６年（１８０９）に白河城 下
じょうか

で大火があったが、 立 教 館
りっきょうかん

は

焼 失
しょうしつ

をまぬかれた 

③南湖
なんこ

の築 造
ちくぞう

に伴い開発された新 田
しんでん

の一部は「学 田
がくでん

新 田
しんでん

」と 称
しょう

さ

れ、その 収 益
しゅうえき

は立 教 館
りっきょうかん

の経 営
けいえい

に充
あ

てられた 

④藩 営
はんえい

の郷 学
ごうがく

「敷
ふ

教 舎
きょうしゃ

」を設立し、庶 民
しょみん

への教育として商人や町

役人の子どもを生徒としたが、女子は入学できなかった 

 

 

【第２７問】 

次の文章にあてはまるものは何ですか。 

・白 河
しらかわ

結城
ゆうき

家
け

の家臣の子孫である内 山
うちやま

官
かん

左
ざ

衛門
えもん

重 濃
しげたね

が造った 

・結城
ゆうき

宗 広
むねひろ

、親 光
ちかみつ

父子を 顕 彰
けんしょう

している 

・題字は松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

が揮毫
きごう

し、本文は 立 教 館
りっきょうかん

の 習
しゅう

書師
しょし

の賀
が

孝 啓
こうけい

が

書いた 

①浮
ふ

屠碑
とのひ

 ②古
こ

関
かん

蹟
せき

碑
ひ

 

③南
なん

湖
こ

開
かい

さく碑
ひ

 ④感
かん

忠
ちゅう

銘
めい
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【第２８問】 

松
まつ

平
だいら

定 信
さだのぶ

の行った 産 業
さんぎょう

振 興
しんこう

政 策
せいさく

について、間違
まちが

っているものは

どれですか。 

①姫路
ひめじ

の刀 工
とうこう

・手柄山
てがらやま

正 繁
まさしげ

を召し抱え作 刀
さくとう

させた 

②上 方
かみがた

から酒杜氏
とうじ

を招き、城下の酒屋・藤屋
ふじや

で「白
しら

錦
にしき

」「関 川
せきかわ

」と

いう酒を造らせた 

③毎年、年貢
ねんぐ

町
まち

と 桜 町
さくらまち

で迫 駒
せりごま

を行い、領内の馬産を 奨 励
しょうれい

した 

④ 瓦
かわら

師
し

・小 林
こばやし

覚
かく

左
ざ

衛門
えもん

を京 都
きょうと

から招き藩内の陶 工
とうこう

を修行させ、

白 河
しらかわ

藩
はん

窯
よう

で藩の特産品「白 河
しらかわ

焼
やき

」を制作させた 

 

 

【第２９問】（記述式） 

松
まつ

平
だいら

定 信
さだのぶ

が全国規模
き ぼ

で模
も

写
しゃ

させた重要な古物
こぶつ

１，８５９点を８５冊

に編
へん

さんした文化
ぶんか

財
ざい

図録
ずろく

は何ですか。 
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【第３０問】 

南湖
なんこ

の建 造 物
けんぞうぶつ

や碑
ひ

に関するＡ～Ｄについて、年 代
ねんだい

順
じゅん

に正しい組み合

わせはどれですか。 

Ａ：南湖
なんこ

開
かい

さく碑
ひ

が 建 立
こんりゅう

された 

Ｂ： 松 風 亭
しょうふうてい

蘿
ら

月
げつ

庵
あん

が現在の場所に移築
いちく

された 

Ｃ： 南湖
なんこ

十 七 景
じゅうななけい

詩歌
しいか

碑
ひ

が建立された 

Ｄ：南湖
なんこ

神 社
じんじゃ

が創 建
そうけん

された 

①Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ ②Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ａ 

③Ｃ→Ａ→Ｂ→Ｄ ④Ａ→Ｃ→Ｄ→Ｂ 

 

 

【第３１問】 

松
まつ

平
だいら

定 信
さだのぶ

の藩 政
はんせい

と文化事業に関係する人物の説明として、正しいも

のはどれですか。 

① 定 冏
じょうけい

は、村々を 巡 回
じゅんかい

し、受
じゅ

苦図
く ず

を使って間引
ま び

き防止の教 化
きょうか

をし

た 

②大 山
おおやま

佐
すけ

左
ざ

衛門
えもん

は、幕府
ばくふ

からの問い合わせに対して陸奥
む つ

国
のくに

白 川
しらかわ

領
りょう

風 俗
ふうぞく

問 状
といじょう

答
こたえ

を作成した 

③吉 村
よしむら

又
また

右
え

衛門
も ん

宣
せん

温
おん

は、白 河 関
しらかわのせき

の場所の 考 証
こうしょう

の監 督
かんとく

を行った 

④市 原
いちはら

紘 稠
つなちか

は、南湖
なんこ

の新 田
しんでん

開 発
かいはつ

を進言した 
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【第３２問】（記述式） 

次の文章にあてはまる人物は誰ですか。 

・松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

付きの絵師
え し

で、亜
あ

欧
おう

堂
どう

田
でん

善
ぜん

や大野
おおの

文
ぶん

泉
せん

（巨
おお

野
の

泉
せん

祐
ゆう

）

の師
し

 

・古画
こ が

類 聚
るいじゅう

の編
へん

さんに 携
たずさ

わった 

・白河だるまの意 匠
いしょう

を考え、下絵
したえ

を描いたとされる 

 

 

【第３３問】 

慶 応
けいおう

４年（明治
めいじ

元年（１８６８））白
しら

河 口
かわぐち

の 戦
たたか

いの激戦地
げきせんち

・稲荷山
いなりやま

について、間違
まちが

っているものはどれですか。 

①東軍の会津藩
あいづはん

や仙 台 藩
せんだいはん

が陣を張り、山頂からは西軍が陣取った

小丸山
こまるやま

が見える 

②「 長 州 大 垣
ちょうしゅうおおがき

戦死
せんし

六人之墓」には、 長 州
ちょうしゅう

藩
はん

・大 垣 藩
おおがきはん

の兵の

ほか薩摩藩
さつまはん

の戦死者が今も 弔
とむら

われている 

③ 三 重
さんじゅう

櫓
やぐら

の復 元
ふくげん

の材料として稲荷山
いなりやま

の樹 齢
じゅれい

約４００年の杉の

大木が使われた際、鉄 砲
てっぽう

の 鉛
なまり

玉
だま

が発見された 

④明治
めいじ

１５年（１８８２）には 旧
きゅう

会津藩
あいづはん

砲 術
ほうじゅつ

師範
しはん

の娘・新 島
にいじま

八重
や え

が訪れている 
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【第３４問】 

戊辰
ぼしん

戦 争
せんそう

と白河について、正しいものはどれですか。 

① 奥 州
おうしゅう

諸 藩
しょはん

は白 石
しろいし

城
じょう

で会議し、新 政 府 領
しんせいふりょう

となっていた白河に

阿部家
あ べ け

の 復 領
ふくりょう

を求める嘆 願 書
たんがんしょ

を出した 

②戊辰
ぼしん

戦 争
せんそう

勃 発
ぼっぱつ

後、阿部家
あ べ け

は新政府の支配下にあった小峰
こみね

城
じょう

を一度

奪 取
だっしゅ

した 

③西軍は最初の攻撃で小峰
こみね

城
じょう

を占拠し、東軍は７次にわたり奪 還
だっかん

攻

撃を行ったがいずれも失敗した 

④西軍は東軍を稲荷山
いなりやま

に集中させ、手薄になった雷 神
らいじん

山
やま

と立 石 山
たていしやま

を

占領した後に小峰
こみね

城
じょう

を占 拠
せんきょ

した 

 

 

【第３５問】 

松尾
まつお

芭 蕉
ばしょう

の句と白河市内にある句碑
く ひ

の所在地の組み合わせとして、間違
まちが

っているものはどれですか。 

① 風 流
ふうりゅう

の 初
はじめ

やおくの田植
たうえ

うた － 人忘れずの山（借 宿
かりやど

） 

②早苗
さなえ

にも我
われ

色黒き日数
ひかず

哉
かな

 － 宗祗
そうぎ

戻
もど

しの碑 隣
となり

（ 旭 町
あさひまち

） 

③関 守
せきもり

の宿を水鶏
くいな

にとはふもの － 聯
れん

芳寺
ぽうじ

（ 向 寺
むかいでら

） 

④西か東か先
まず

早苗にも風の音 － 白 河 関
しらかわのせき

跡
あと

付近（ 旗 宿
はたじゅく

） 
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【第３６問】 

松尾
まつお

芭 蕉
ばしょう

について、正しいものはどれですか。 

① 白 河 関
しらかわのせき

を通る際に「卯
う

の花をかざしに関の晴れ着かな」の句を詠
よ

んだ 

②須賀川
すかがわ

滞 在
たいざい

中に相 楽 等 躬
さがらとうきゅう

から聞いた白河の名所５か所を見るた

めに白河に引き返した 

③白河に入った第一日目に庄 司
しょうじ

戻
もど

しの桜を訪問し 旗 宿
はたじゅく

に宿泊した

が、どこの宿に宿泊したかは記録が残っていない 

④白 河
しらかわ

藩士
はんし

で俳人の何云
かうん

を訪れたが留守
る す

だったため、その場で句を記

した手紙を書き残した 

 

 

【第３７問】 

次の文章の（ Ａ ）、（ Ｂ ）、（ Ｃ ）に当てはまるものの組み合わ

せとして、正しいものはどれですか。 

松 平 定 信
まつだいらさだのぶ

に才能を見出され（ Ａ ）は、定 信
さだのぶ

の命で（ Ｂ ）を

研究し独自の手法を開発した。作品に（ Ｃ ）がある 

①Ａ：大野
おおの

文
ぶん

泉
せん

 Ｂ：南画
なんが

 Ｃ：達磨図
だるまず

 

②Ａ：亜
あ

欧
おう

堂
どう

田
でん

善
ぜん

 Ｂ：南画 Ｃ： 十 六
じゅうろく

善
ぜん

神
しん

の図 

③Ａ：亜
あ

欧
おう

堂
どう

田
でん

善
ぜん

 Ｂ：銅
どう

板画
ばんが

 Ｃ：銅
どう

板画
ばんが

東都
とうと

名所図
めいしょず

 

④Ａ：大野
おおの

文
ぶん

泉
せん

 Ｂ：銅板画 Ｃ： 南湖
なんこ

勝 覧
しょうらん
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【第３８問】 

近 世
きんせい

の白河で活 躍
かつやく

した文化人について、間違
まちが

っているものはどれです

か。 

①中 島 山 麗
なかじまさんれい

は、復古
ふっこ

大和絵
やまとえ

派
は

として江戸
え ど

と京 都
きょうと

で絵画を学び、「石
いし

山 寺
やまでら

縁起
えんぎ

絵巻
えまき

」を制作した 

②市 川 方 静
いちかわほうせい

は、私 塾
しじゅく

「不求
ふ ぐ

庵
あん

」を開き、数学・天文学のほか 謡 曲
ようきょく

・

茶道にいたるまで幅 広
はばひろ

い分野について教えた 

③阿部
あ べ

正 脩
まさつね

は、秋 風
しゅうふう

と号して書画や俳 諧
はいかい

を 嗜
たしな

み、稲荷山
いなりやま

の「戦死
せんし

墓
ぼ

」の字を書いた 

④小河原
おがわら

崚 山
りょうざん

が制作した「白 河
しらかわ

名 所
めいしょ

図絵
ず え

」には、鹿嶋
かしま

神 社
じんじゃ

の境 内
けいだい

に 三 重 塔
さんじゅうのとう

が描かれている 
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【第３９問】 

明治
めいじ

の白河地方の行政について、間違
まちが

っているものはどれですか。 

①戊辰
ぼしん

戦 争
せんそう

勃 発
ぼっぱつ

以降、白河地方はすべて新 政 府 領
しんせいふりょう

となっていたが、

戊辰
ぼしん

戦 争
せんそう

の終結と同時に白 河 県
しらかわけん

が発 足
ほっそく

した 

②白 河 県
しらかわけん

の管 轄
かんかつ

があった地域は、９郡３６１か村に及んだ 

③明治
めいじ

４年（１８７１）１１月に白 河 県
しらかわけん

は、二本松県
にほんまつけん

と福 島 県
ふくしまけん

及び

遠隔地藩
えんかくちはん

の 飛 領
とびりょう

であった５県と統 合
とうごう

された 

④明治
めいじ

２２年（１８８９）４月の 町 村 制
ちょうそんせい

施行
しこう

により白 河 町
しらかわまち

が成立し

たとき、人口は約１万１千人であった 

 

 

【第４０問】 

学 制
がくせい

が発布
はっぷ

された翌年の明治
めいじ

６年（１８７３）に白河地方で最初に創 立
そうりつ

された小学校はどこですか。 

①小野田
お の だ

 ②増
ます

見
み

 ③番 沢
ばんざわ

 ④ 双
くらべ

石
いし
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【第４１問】 

近
きん

現 代
げんだい

の白河に関するＡ～Ｄの出来事について、年 代
ねんだい

順
じゅん

に正しい組

み合わせはどれですか。 

Ａ：白 河
しらかわ

県 立
けんりつ

の病院が開業した 

Ｂ：小峰
こみね

城
じょう

跡
あと

でアメリカの観 測 団
かんそくだん

が皆既
かいき

日 食
にっしょく

の観測を行った 

Ｃ：南湖
なんこ

湖畔
こはん

新 道
しんどう

開 通 式
かいつうしき

を兼
か

ねた「一周自転車競 技
きょうぎ

大会」が開 催
かいさい

された 

Ｄ：明治天皇
めいじてんのう

が東 北
とうほく

・北 海 道
ほっかいどう

巡 幸
じゅんこう

の際、旧 脇
きゅうわき

本 陣
ほんじん

柳 屋
やなぎや

旅 館
りょかん

建 造 物 群
けんぞうぶつぐん

の蔵
くら

座敷
ざしき

を 休 憩
きゅうけい

・ 宿 泊
しゅくはく

所
じょ

とした 

 

①Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ ②Ａ→Ｄ→Ｂ→Ｃ 

③Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ａ ④Ｂ→Ｄ→Ａ→Ｃ 
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【第４２問】 

白河の馬
うま

市
いち

について、間違
まちが

っているものはどれですか。 

①馬市終了後に個人売買される頭数を含めると、最盛期
さいせいき

の取引量は１万

頭を超えていた 

②明治
めいじ

９年（１８７６）明治天皇
めいじてんのう

の 東 北
とうほく

巡 幸
じゅんこう

に合わせて小峰
こみね

城 跡
じょうあと

で「天 覧 産
てんらんさん

馬
ば

」が 催
もよお

された 

③明治
めいじ

３０年（１８９７）に軍馬
ぐんば

補 充
ほじゅう

部
ぶ

が設けられてから第一次
だいいちじ

世界
せかい

大 戦
たいせん

後まで馬市は開 催
かいさい

されなかった 

④馬の需 要
じゅよう

が落ち込んだことから、昭 和
しょうわ

３９年（１９６４）に市
いち

は

廃
はい

止
し

された 

 

 

【第４３問】 

白河地方の交通事情について、正しいものはどれですか。 

① 奥 州
おうしゅう

街 道
かいどう

は明治
めいじ

６年（１８７３）に陸
りく

羽
う

街 道
かいどう

と改称し、その後、

福 島
ふくしま

県 令
けんれい

の三島
みしま

通
みち

庸
つね

の指示で道路の改修が行われた 

②上野
うえの

－白河間の移動時間は、明治
めいじ

２０年（１８８７）に鉄道が開通す

ると約２時間になった 

③白河と棚 倉
たなぐら

を結ぶ白 棚 線
はくほうせん

は、 大 正
たいしょう

５年（１９１６）に開業し、

昭 和
しょうわ

３２年（１９５７）に鉄道営業を休止した 

④白河と石 川
いしかわ

を結ぶ白 石
はくせき

鉄 道
てつどう

は、大 正
たいしょう

１１年（１９２２）に敷設
ふせつ

工事を開始し、昭 和
しょうわ

６年（１９３１）に開業した 
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【第４４問】 

昭 和
しょうわ

初期から第二次
だいにじ

世界
せかい

大 戦
たいせん

終 戦
しゅうせん

までの白河について、間違
まちが

ってい

るものはどれですか。 

①昭 和
しょうわ

初期の金 融
きんゆう

恐 慌
きょうこう

により白河の地元
じもと

資本
しほん

の４銀行のうち３銀

行が解散に追い込まれた 

②昭 和
しょうわ

１４年（１９３９）に白河からの開 拓 団
かいたくだん

が吉 林 省
きつりんしょう

舒 蘭 県
じょらんけん

に 入 植
にゅうしょく

し「白 河 村
しらかわむら

」を形成した 

③第二次世界大戦中、白河は 空 襲
くうしゅう

被害
ひがい

を受け、市内の工場で勤務して

いた学徒
がくと

動 員
どういん

の女学生が犠牲
ぎせい

となった 

④第二次世界大戦中、東京の荒川区
あらかわく

・目黒区
めぐろく

から学 童
がくどう

集 団
しゅうだん

疎開
そかい

を受

け入れた 

 

 

【第４５問】（記述式） 

次の文章の（   ）内に当てはまる同じ語句
ご く

は何ですか。 

ギリシャ 正 教
せいきょう

の教会である白河（   ）正 教 会
せいきょうかい

には、女性イコン

画家・山
やま

下
した

りんの晩 年
ばんねん

の作品「聖母子像
せいぼしぞう

（（   ）と 生
しょう

神 女
しんじょ

）」が所 蔵
しょぞう

されている。 
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【第４６問】 

近
きん

現 代
げんだい

の白河で活 躍
かつやく

した文化人とその業績の組み合わせとして、間違
まちが

っているものはどれですか 

①有賀
ありが

乕五郎
とらごろう

 － ドイツ流の 肖 像
しょうぞう

写真の手法を紹介した 

②関根
せきね

正 二
しょうじ

 － 「馬の画家」として名をあげた 

③中 山
なかやま

義 秀
ぎしゅう

 － 芥 川
あくたがわ

賞
しょう

を受賞、「孤高
ここう

の文士
ぶんし

」と 称
しょう

された 

④鈴木
すずき

貞次郎
ていじろう

 － ビャッコイを発見した 

 

 

【第４７問】（記述式） 

次の文章の（   ）内に当てはまる同じ語句
ご く

は何ですか。 

白 河
しらかわ

提 灯
ちょうちん

まつりでは、夜は提灯行列、昼は（   ）・山車
だ し

の引き回し

と 総 町
そうちょう

渡御
とぎょ

が行われる。江戸
え ど

時代には子どもたちが華麗
かれい

な 衣 装
いしょう

で

（   ）の舞台で踊
おど

り芸を奉 納
ほうのう

した。 
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【第４８問】 

白河だるまと市
いち

について、正しいものはどれですか。 

①まゆげは亀
かめ

、ひげは鶴
つる

を模
も

して描
えが

かれている 

②高 崎
たかさき

だるまに比べ丸みがあり穏
おだ

やかな顔をしており、東 北
とうほく

系
けい

のだ

るまの 特 徴
とくちょう

が 現
あらわ

れている 

③現 在
げんざい

確 認
かくにん

されている最も古い市
いち

神
がみ

祭
さい

の記録
きろく

は、文化
ぶんか

２年（１８０

５）の白 河
しらかわ

風土記
ふ ど き

に見られる 

④昭 和
しょうわ

初期
しょき

にはだるまが中心的な売り物となっていたことから、市
いち

の

通称が「市
いち

神
がみ

祭
さい

」から「だるま市
いち

」へと変化していった 

 

 

【第４９問】 

代表的な 奥 州
おうしゅう

白 河
しらかわ

歌
うた

念 仏
ねんぶつ

踊
おどり

「安 珍
あんちん

歌
うた

念 仏
ねんぶつ

踊
おどり

」が受け継
つ

がれ

ている地区はどこですか。 

①関
せき

辺
べ

 ②皮
かわ

籠
ご

 ③根田
ね だ

 ④ 女
おんな

石
いし
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【第５０問】 

次の表は、明治
めいじ

から平 成
へいせい

までの市
し

町
ちょう

村
そん

合 併
がっぺい

の大まかな流れを示した

ものです。（ Ａ ）に当てはまるものはどれですか。 

明治～昭和初期 昭和３０年 平成１７年 

白 河 町
しらかわまち

 
白 河 市 

白 河 市 

白 河 市 

大 沼 村
おおぬまむら

 

白
しら

坂 村
さかむら

 

小田川
こたがわ

村
むら

 

（    ） 

（  Ａ  ） 

表 郷 村
おもてごうむら

 （    ） 

（    ） 

信 夫
し の ぶ

村
むら

 

大 信 村
たいしんむら

 

大 屋 村
お お や む ら

 

釜 子
か ま の こ

村
むら

 

釜 子
か ま の こ

村
むら

 

東
ひがし

 村
むら

 五箇
ご か

村
むら

(一部) 

小野田
お の だ

村
むら

 

 

①萱
かや

根
ね

村
むら

 ②古関
こせき

村
むら

 ③田島
たじま

村
むら

 ④久田
く た

野
の

村
むら

 

 


